
皆さまに感謝 

３月１４日（金）、春を感じさせる陽気の中、第

５５回卒園式をどんぐり会館で開催しました。来

賓や保護者、年中児や職員、また園庭で見送った

年少児の祝福をいっぱい受けて、年長児は新しい

世界へと力強く巣立っていきました。ご卒園おめ

でとうございます。これからも「えがお」「げん

き」「あいさつ」を大切に、４月からの小学校生活

を思い切り楽しんでほしいと思います。 

 さて、本日３月 25日（火）、令和６年度の園生

活を締めくくる修了式を行いました。式の中で、

年中と年少の代表の子が、一年間の楽しかった思

い出や次の学年で頑張ることなどを皆の前で発表

しました。「年長になったら、サッカーをしたいで

す。チームを作りたいので一緒にやりましょう。」

「運動公園でおいかけっこをしたのが楽しかった

です。」「年長になったらダンボールで大きなもの

が作りたいです。」また、「ウルトラマンのショー

をしたのが楽しかった。」と話した年少児は、最後

に仮面ライダーのポーズを決めてくれました。ど

の子の言葉にも、一年間の園生活が楽しく充実し

ていたこと、そして４月から始まる新しい生活へ

の期待感をたくさん感じ取ることができました。 

 今年度も、保護者や地域、学校運営協議会やボ

ランティアの皆さまに大変お世話になりありがと

うございました。皆さまのお力添えにより、子ど

もたちの笑顔が輝く一年間になりました。次年度

も、職員一丸となって、全力で保育・教育活動に

取り組んでまいります。引き続き、本園への皆さ

まのご支援とご協力をお願いいたします。 

さようならお元気で 

令和７年３月末で４名の職員が開成幼稚園を離

職されます。慣れ親しんだ皆さまとお別れするのは

とてもつらくて寂しいですが、今後のご健康とご活

躍をお祈りしたいと思います。これまでのご功績に

感謝いたします。ありがとうございました。 

心豊かな「すてきさん」つくり ～ えがお ・ げんき ・ あいさつ ～ 
かんがえ，やってみる子 いたわり，助け合う子 せいいっぱいがんばる子 いきいきと元気な子 
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春休みの約束 
 

修了式の中で、タヌキのポン吉と 

春休みの約束をしました。家庭でも 

話題にしていただけると嬉しいです。 

①早寝・早起きを心がけよう。自分でできることは

自分でしよう。 

②外から帰ったらうがい・手洗い、気持ちのよいあ

いさつをしよう。 

③天気の良い日は外で遊ぼう。誘拐・交通事故には

十分に気をつけよう。 

Ｏさん（用務員）から 

「おはようございます」「いつもきれいにしてもら

いありがとうございます」朝からそんな挨拶をいた

だくと私もやる気が沸いて、一日を元気に過ごすこ

とができました。この度任期満了で仕事を離れます

が、これからは外から応援しています。大変お世話

になりありがとうございました。では、お元気で 

Ｈ先生（生活支援補助員）から 

 先生はみんなの笑顔が大好きです。「おはよう」の

あいさつの声を聞くと、元気をもらいパワーがつき

ます。遊んでいるときのキラキラとした目が好きで

す。泣いたり笑ったり、時にはけんかもして･･そん

な時間を一緒に過ごせた思い出は、先生の宝物にな

りました。みんなのことを忘れません。ありがとう

ございました。 

Ｙ先生（栄養士）から 
 一年間という短い間でしたが、大変お世話にな
りました。「給食おいしいよ」「どうやって作った
の？」「苦手な食べ物にも挑戦したよ」など、子ど
もたちから声をかけてもらえたのが嬉しくありが
たかったです。「食」の面での成長を近くで見守る
中で、自分にとっても学びの多い一年になりまし
た。ありがとうございました。 
※米村栄養士さんは 4月から給食調理員さんとして 

引き続き開成幼稚園に勤務されます。 

Ｉ先生（教諭）から 

 私の幼い時の夢が、幼稚園の先生になることでし

た。開成幼稚園での時間は、子どもたちの成長を見

守り、共に考え笑って生活をした日々でした。皆さ

んの笑顔や元気な姿が私の宝物になりました。皆さ

んも夢を大きく持って、一歩ずつ自分のペースで進

んでいってください。心から応援しています。 



 

 

保育を振り返って ～R６年度自己評価結果～ 

 ＜項目内容＞ 

ア 喜怒哀楽などの表情（表現力）豊かな

教師となるよう努めた。 

イ 自らの保育を振り返り、成果と課題を

明らかにし次に生かした。 

ウ 挨拶や感謝の気持ちを伝えるなど、子

ども、保護者や地域の方、職員とのコミ

ュニケーションを大切にした。 

エ 子どもの実態を把握し、保育に見通し

を持って課題解決に努めた。  

オ 子どもの内面を理解し、寄り添い、信

頼関係を築くように努めた。  

カ 園内外の環境整備や美化に努め、子ど

もが落ち着いて生活できるようにした。 

キ 温かみを感じ、安心して楽しく生活で

きる保育環境づくりに努めた。 

ク 自らの長所や特技を生かし、子どもの

遊びが広がったり深まったりするような

環境作りや援助の工夫に努めた。 

 開成幼稚園では、より良い教師を目指して普段から

研究や研修に前向きに取り組んでいます。その一つと

して、年度初めに教員一人一人が自らの目標を立て、

年度中盤と年度末に目標の達成度を自己評価し、指導

の改善に生かしています。 

このグラフは、今年度末の２月に実施した評価結果

の一部になります。評価者は全学級担任、教頭及び園

務主任の１０名で、各項目ごとに A～Dまでの４段階

で評価しました。 
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教師の構え・指導の重点に関する評価（人）

Ａ：達成できた B：おおむね達成できた

C：あまり達成できなかった D：達成できなかった

 今年度の結果ですが、すべての項目とも A「達成で

きた」、B「おおむね達成できた」の良い評価がついて

います。中でも、ウ「コミュニケーションを大切にし

た」については、最も良い結果になりました。一方

で、カ「環境整備や美化」については、達成度が他と

比べて低くなっています。今回の評価結果や過日ご協

力いただいた保護者アンケート、学校運営協議会でい

ただいたご意見などをもとに、引き続き保育環境の充

実を目指してまいります。 
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▼
「
♪
も
し
も
し
カ
メ
よ
カ
メ
さ
ん
よ
」
の 

フ
レ
ー
ズ
で
親
し
ま
れ
て
い
る
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
「
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
」
。

３
学
期
の
始
業
式
で
、
こ
の
曲
と
一
緒
に
物
語
の
あ
ら
す
じ
を
子
ど
も

た
ち
に
紹
介
し
ま
し
た
。
▼
実
は
、
こ
の
話
に
は
続
き
が
あ
り
ま
す
。

３
月

日
の
卒
園
式
で
そ
の
こ
と
を
切
り
出
す
と
、
会
場
か
ら
「
え
ー
」

と
い
う
驚
き
の
反
応
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
続
き
と
は
・
・
か
け

っ
こ
に
負
け
た
ウ
サ
ギ
さ
ん
は
、
く
や
し
く
て
く
や
し
く
て
仕
方
あ
り

ま
せ
ん
。
日
増
し
に
く
や
し
さ
が
大
き
く
な
る
ば
か
り
で
す
。
そ
こ
で
、

カ
メ
さ
ん
に
思
い
切
っ
て
頼
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
「
か
め
さ
ん
、
お

願
い
だ
よ
。
明
日
、
も
う
一
度
か
け
っ
こ
を
し
よ
う
よ
。
」
「
い
い
よ
、

ウ
サ
ギ
さ
ん
。
こ
の
間
と
同
じ
場
所
だ
ね
。
」
さ
て
、
か
け
っ
こ
に
勝

っ
た
の
は
、
ウ
サ
ギ
さ
ん
と
カ
メ
さ
ん
の
ど
ち
ら
だ
と
思
い
ま
す
か
。

見
事
勝
っ
た
の
は
、
ウ
サ
ギ
さ
ん
で
し
た
。
前
回
の
失
敗
に
懲
り
て
、

ウ
サ
ギ
さ
ん
は
途
中
で
休
む
こ
と
な
く
一
気
に
ゴ
ー
ル
し
た
の
で
し

た
。「
ど
う
だ
い
カ
メ
さ
ん
、
ぼ
く
が
本
気
を
出
せ
ば
こ
ん
な
も
ん
さ
。
」

「
ウ
サ
ギ
さ
ん
、
や
っ
ぱ
り
君
は
足
が
速
い
よ
。
」
「
カ
メ
さ
ん
、
君

は
負
け
て
悔
し
く
な
い
の
か
い
？
」
「
あ
あ
、
だ
っ
て
、
か
け
っ
こ
で

ウ
サ
ギ
さ
ん
に
勝
て
る
な
ん
て
初
め
か
ら
思
っ
て
い
な
い
さ
。
ぼ
く

は
、
こ
の
間
よ
り
速
く
ゴ
ー
ル
で
き
た
こ
と
が
嬉
し
い
の
さ
。
」
同
じ

失
敗
を
繰
り
返
さ
な
か
っ
た
ウ
サ
ギ
さ
ん
も
立
派
で
す
が
、
他
と
の
競

争
で
は
な
く
、
自
分
の
タ
イ
ム
を
縮
め
る
こ
と
を
目
標
に
し
た
カ
メ
さ

ん
も
立
派
で
し
た
。
最
後
に
、
二
人
は
笑
顔
で
握
手
を
し
ま
し
た
。
め

で
た
し
、
め
で
た
し
。
▼
つ
い
つ
い
私
た
ち
大
人
は
、
他
の
子
と
比
べ

て
、
こ
こ
が
優
れ
て
い
る
、
あ
そ
こ
が
劣
っ
て
い
る
と
判
断
し
が
ち
で

す
。
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
を
見
つ
め
る
と
、
そ
の
子
に
し
か
な
い
個

性
や
良
さ
に
気
づ
き
ま
す
。
そ
れ
ら
を
見
つ
け
、
認
め
、
励
ま
し
、
育

て
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
大
人
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 


